
令和５年度 化学基礎探究 シラバス案 

 

 

 

 

 

１ 学習の目標 

・日常生活や社会との関連を図りながら，物質とその変化について理解するとともに，化学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるように

する。 

・観察，実験などを行い，化学的に探究する力を養う。 

・物質とその変化に主体的に関わり，化学的に探究しようとする態度を養う。 

 

２ 学習計画及び評価方法等 
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３編 物質の変化 

１章 物質量と化学反応式（25h） 

1 年次の復習、化学とは何か？(1h) 

1 節 原子量・分子量・式量（4h） 

 Let’s start！ 

 ・原子の相対質量 

 

・化学とは何か。を考えさせ、これから学ぶ内容を確認させる。 

 

・原子 1 個の質量は極めて小さいため，原子の相対質量とは基準として決められたある原子の質

量との比較で求めた相対質量であることを知る。 

・身近な粒の質量測定から相対質量を考える。 
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 ＜気づき Labo8＞ゴマを基準とし

て米，小豆，大豆の相対質量を

求めよう 

 ・原子量 

 

 ・分子量・式量 

 

 

 

・天然に存在する多くの元素には一定の割合で同位体が存在するため，原子量はその加重平均

の値であることを理解する。 

・原子量，分子量，式量のそれぞれが表す値を理解する。 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

2 節 物質量（8h） 

 Let’s start！ 

 ・アボガドロ数と物質量 

 

 

 ＜気づき Labo9＞1 円玉からアボ

ガドロ定数を確かめてみよう 

 ・１mol の気体の体積 

 ＜気づき Labo10＞ドライアイス

から気体 1mol の体積をはかろ

う 

 ＜気づき Labo11＞シャボン玉マ

ジック 

 ＜コラム＞アボガドロ定数を確か

めよう 

 

 

 

・粒子の数に基づく量の表し方が物質量であることを知る。 

・物質量とその単位の mol の関係，さらに原子量・分子量・式量との関係やモル質量との関係

がわかり，それらの単位変換を理解する。 

・実験観察を通して，アボガドロ数を考える。 

 

・物質量と気体の体積との関係がわかり，それらの単位変換を理解する。気体の密度と分子

量，空気の平均分子量について理解する。 

・物質量を中心とした量的関係を理解する。 

・実験観察を通して，1mol の気体の体積について考察する。 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

３節 溶液の濃度（4h） 

 Let’s start！ 

 ・溶液の濃度 

 ＜気づき Labo12＞質量パーセン

ト濃度とモル濃度の違いを実感

してみよう 

 

 

 

・モル濃度による溶液の濃度の表し方を理解する。 

・質量パーセント濃度とモル濃度の違いを考える。 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 
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４節 化学反応の表し方（4h） 

 Let’s start！ 

 ・化学反応式 

 ・イオン反応式 

 

 

 

 

・化学反応式やイオン反応式の書き方やそれが表している内容を理解する。 

 

 

〇 

  

５ 節  化 学 反 応 の 表 す 量 的 関 係

（4h） 

 Let’s start！ 

 ・化学反応の表す量的関係 

 ＜気づき Labo13＞銅の酸化か

ら，反応物と生成物の質量の関

係を考え，説明しよう 

 ＜実験 3＞化学反応における量的

関係を探究しよう 

 ＜気づき Labo14＞発生する気体

の体積を測定しよう 

 ＜コラム＞原子説から分子説へ 

  ～「物質は粒子からできてい

る」ということの発見～ 

 

 

 

 

・化学反応式の係数が表している量的関係を考える。 

・銅の酸化の実験から，質量の関係を見いだして考察する。 

 

 

・炭酸カルシウムと塩酸の実験から，反応に関わる物質量の比が化学反応式の係数の比を表し

ていることを見いだして理解する。化学反応の表す量的関係について発表する。 

・マグネシウムリボンと塩酸の実験について，化学反応式を用いるマグネシウムリボンの質量

と発生する水素の体積との関係を推測する。実験による測定値と比較し考察する。 

・化学変化に伴う質量変化に注目した化学の基本法則を知る。 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

章末確認問題 ・３編１章について学習した内容を振り返り,「章末確認問題」の問題を通して理解を深める。 〇 〇 〇 
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３編 物質の変化 

２章 酸と塩基（20h） 

1 節 酸と塩基（4h） 

 Let’s start！ 

 ・酸と塩基の性質 

 ＜気づき Labo15＞いろいろな水

溶液の性質を調べよう 

 ・酸と塩基の定義 

 ・広い意味の酸・塩基 

 ・酸と塩基の価数 

 ＜気づき Labo16＞酸による電気

伝導性と反応性の違いを調べよ

う 

 

 

 

 

・酸と塩基の性質について理解する。実験を通して確認する。 

 

 

・アレーニウスの酸・塩基の定義を理解する。 

・ブレンステッド・ローリーの酸・塩基の定義を理解する。 

・酸と塩基の価数を理解し，電離度を比較して酸と塩基の強弱の違いを考察する。 

２

学

期

期

末 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

2 節 水素イオン濃度とｐH（4h） 

 Let’s start！ 

 ・水素イオン濃度 

 ・水素イオン濃度とｐH 

 ・ｐH 指示薬とｐH の測定 

 ＜気づき Labo17＞水溶液のｐH

を測定してみよう 

 ＜コラム＞身近な酸性物質～酸性

雨～ 

 ＜気づき Labo18＞ムラサキキャ

ベツ液を使って酸性，塩基性の

強弱を調べよう 

 

 

 

 

・水溶液の酸性・塩基性は，水素イオン濃度の大小で表せることを知る。 

・水溶液の水素イオン濃度は広い範囲で変化するため，ｐH でも表せることを理解する。 

・ｐH 指示薬と変色域により，水溶液のｐH が測定できることを知る。 

・実験観察を通して，身近な物質のｐH や希釈した水溶液のｐH の変化を比較し考える。 

 

 

〇 

〇 

〇 
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３節 中和反応と塩の生成（4h） 

 Let’s start！ 

 ・中和反応と塩の生成 

 ・塩の種類 

  ＜気づき Labo19＞塩の水溶液

のｐH を調べよう 

 

 

・酸と塩基が完全に中和するときの変化を化学反応式で理解する。 

・酸と塩基が完全に中和したときの塩の水溶液が中性になるとは限らないことがわかる。 

・実験観察を通して，塩の水溶液のｐH を測定する。その塩をつくるもとになった酸、塩基の

強弱を比較して考察する。 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

４節 中和滴定（8h） 

 Let’s start！ 

 ・中和滴定の量的関係 

 

 ・中和滴定 

 ＜気づき Labo20＞シュウ酸水溶

液を調整してみよう 

 ＜コラム＞酸・塩基の標準溶液に

ついて 

 ＜実験 4＞食酢の濃度を調べる 

 

 ・滴定曲線 

 ＜気づき Labo21＞中和滴定に伴

うｐH の変化を測定しよう 

 

 

 

 

・中和の条件は，酸から生じる H＋の物質量と塩基から生じる OH－の物質量が等しくなること

だとわかる。 

・中和滴定に用いる器具の使い方がわかり，中和滴定の実験操作を理解する。 

・実験観察を通して，溶液の調整方法を理解する。 

 

・標準溶液に用いられる試薬のもつ特徴を知る。 

 

・実験観察を通して基本的な技能から食酢の濃度を求め，得られた結果を分析して中和反応の

量的関係を理解する。 

・酸と塩基の組み合わせによる滴定曲線を比較し，適切な指示薬の使い分けを理解する。 

 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

章末確認問題 ・１編２章について学習した内容を振り返り,「章末確認問題」の問題を通して理解を深める。 〇 〇 〇 
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３編 物質の変化 

３章 酸化還元反応（15h） 

1 節 酸化と還元（4h） 

 Let’s start！ 

 ・酸化と還元 

 

 ＜気づき Labo22＞銅線の酸化と

還元の実験を行い，気づいたこ

とをグループで共有しよう 

 ・酸化数と酸化還元反応 

 

 ＜コラム＞生活のなかでの酸化と

還元 

 

 

・酸化と還元は常に同時に起こることを知る。 

・酸素原子や水素原子が関係していない反応についても、酸化と還元が電子の授受によって統

一的に説明できることを理解する。 

 

 

・酸化数は，原子やイオンがどの程度の酸化や還元をされているのかを示す数値であることを

理解する。反応前後の酸化数の増減により，酸化と還元が確認できることを理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

2 節 酸化剤と還元剤（4h） 

 Let’s start！ 

 ・酸化剤と還元剤 

 ＜気づき Labo23＞過酸化水素水

とヨウ化カリウム水溶液を混ぜ

てみよう 

 ・電子の授受と酸化還元反応式 

 ＜コラム＞身のまわりの酸化剤・

還元剤 

 ・酸化剤と還元剤のはたらきの強

さ 

 ＜実験 5＞酸化剤と還元剤の反応

を調べよう 

 ・酸化還元滴定 

 

 

 

・代表的な酸化剤，還元剤としては，過マンガン酸カリウムや過酸化水素，ヨウ化カリウムで

あることを知る。 

 

 

・酸化還元反応の化学反応式の作ることができ，この反応の量的関係を理解する。 

 

 

・実験観察を通して酸化剤としてはたらく物質は，より強い酸化剤との反応では還元剤となる

ことを知る。 

 

 

 

・酸化還元滴定に用いる器具の使い方がわかり，実験操作を理解する。 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 
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３節 金属の酸化還元反応（3h） 

 Let’s start！ 

 ＜気づき Labo24＞金属の陽イオ

ンへのなりやすさを調べて，そ

の関係性を見いだしてみよう 

 ・金属のイオン化傾向 

 ・金属の反応性 

 ＜コラム＞金属の腐食とめっき 

 

 

 

・実験観察を通して金属の陽イオンへのなりやすさを比較し，金属の反応性に違いがあること

を知る。 

 

・金属と空気，水，酸などの反応性の違いは，金属のイオン化傾向と深い関係があることを理

解する。 

 

３

学

期

学
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末 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

４節 酸化還元反応の応用（4h） 

 Let’s start！ 

 ・電池のしくみ 

 ＜気づき Labo25＞金属のイオン

化傾向を見いだすために，実験

を計画しよう 

 ＜コラム＞電池の歴史 

 ・実用電池 

 ・金属の製錬 

 ＜気づき Labo26＞鉱石から銅を

取り出そう 

 

 

 

・実験観察を通して，金属のイオン化傾向と電流の流れる向きを比較し関係性を考える。 

・ダニエル電池のしくみを理解する。 

 

 

 

・身近に使われている実用電池の構造，それらの用途や特徴を知る。 

・金属の製錬には酸化還元反応が関わっていることを知る。 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

章末確認問題 ・３編３章について学習した内容を振り返り,「章末確認問題」の問題を通して理解を深める。 〇 〇 〇 
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３ 

 

３編 物質の変化 

終章 化学が拓く世界（10h） 

 ＜気づき Labo27＞洗剤の適切な

使用量を調べよう 

 ＜気づき Labo28＞ビタミン C で

うがい薬の色を消してみよう 

 ・探究活動 

・化学基礎で学んできたことが日常生活や社会生活を支えている科学技術と結びついているこ

とを理解する。 

 

 

・今まで学習した内容から疑問点や課題を見つけ、簡易的な実験をしながら解決策を見いだ

し、発表する。 

３

学

期

学
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末 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

 

 


